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ニホンイシガメは，冬を除いた秋から春にかけて交尾をするとされるものの(矢部，1999)，その記録は少

なく，不明な点が多い．今回，著者の一人が所属する日本ハンザキ研究所がある前の河川で，2012年５

月に１匹の雌と４匹の雄を発見した．雄より一回りほど大きい雌(図１中央）の後ろを３匹の雄が追いかけ

るような様子で，交尾を迫る雄が雌を追尾しているものと考えられた．また，雌の前には求愛をしていると

思われる雄１匹も確認された．なお，その後，これらイシガメがどうなったのかは不明である．
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図１．１匹のイシガメ雌に追尾する３匹のイシガメ雄と求愛する１匹のイシガメ雄(2012年５月に撮影)
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